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昭
和
五
十
五
年
十
一
月
二
十
九
日
提
出 

質

問

第

一

八

号 

  

右
の
質
問
主
意
書
を
提
出
す
る
。 

信
濃
川
廃
川
敷
処
分
地
の
土
地
利
用
及
び
「
事
前
協
議
」
に
関
す
る
質
問
主
意
書 

昭
和
五
十
五
年
十
一
月
二
十
九
日 

衆 

議 

院 

議 

長 

福 
田 

 

一 

殿 

 

提 

出 

者 
 

瀬 

崎 

博 

義 

 

一 

 



 

当
該
土
地
の
利
用
に
つ
い
て
は
、
廃
川
敷
処
分
の
承
認
に
伴
い
、
将
来
、
土
地
の
権
利
の
移
転
や
開
発
等
が
行 

 
 

わ
れ
る
場
合
、
建
設
省
と
長
岡
市
長
と
の
間
で
「
事
前
協
議
」
す
る
こ
と
を
確
認
し
た
文
書
「
信
濃
川
河
川
敷
地
の 

 
 

廃
川
敷
地
等
の
処
分
に
つ
い
て
」
（
昭
和
五
十
二
年
十
月
三
十
一
日
栂
野
河
川
局
長
よ
り
小
林
長
岡
市
長
宛
）
が
取 

 

交
さ
れ
て
い
る
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
昨
年
十
二
月
以
降
の
事
態
の
推
移
を
見
る
と
、
室
町
産
業
か
ら
の
国
土
利 

昭
和
五
十
二
年
十
一
月
、
当
時
の
長
谷
川
四
郎
建
設
大
臣
が
、
廃
川
敷
処
分
に
承
認
を
与
え
た
。
以
後
、
特
段 

 
 

 

の
動
き
を
見
な
い
ま
ま
推
移
し
て
き
た
当
該
土
地
の
利
用
に
つ
い
て
、
昨
年
十
一
月
十
九
日
、
北
半
分
は
、
室
町 

 
 

産
業
と
長
岡
市
と
の
間
で
土
地
の
譲
渡
の
売
買
契
約
が
締
結
さ
れ
、
南
半
分
は
、
室
町
産
業
が
千
秋
が
原
工
業 

 
 

（
株
）
を
設
立
、
同
時
に
同
土
地
を
現
物
出
資
の
形
で
権
利
移
転
し
、
現
在
は
千
秋
が
原
工
業
（
株
）
に
よ
つ
て
砂
、

砂
利
の
採
取
が
行
わ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。 

信
濃
川
廃
川
敷
処
分
地
の
土
地
利
用
及
び
「
事
前
協
議
」
に
関
す
る
質
問
主
意
書 

 

三 

 



 

用
計
画
法
に
基
づ
く
砂
利
採
取
等
開
発
行
為
の
た
め
の
届
出
、
室
町
産
業
・
千
秋
が
原
工
業
両
社
名
に
よ
る
「
信 

 
 

濃
川
河
川
敷
用
地
の
利
用
計
画
及
び
譲
渡
に
関
す
る
覚
書
」
第
六
条
を
継
承
す
る
確
約
書
の
提
出
及
び
承
認
等
は 

 

当
然
の
こ
と
と
し
て
「
事
前
協
議
」
の
対
象
で
あ
り
な
が
ら
、
長
岡
市
長
は
こ
れ
を
無
視
し
、
本
年
七
月
八
日
、
こ 

 
 

れ
ら
の
土
地
利
用
等
に
か
か
わ
る
重
要
事
項
に
つ
い
て
、
事
後
に
な
つ
て
建
設
省
に
た
い
し
報
告
、
建
設
省
は
こ 

 
 

れ
を
事
後
承
認
し
た
。 

こ
う
し
た
長
岡
市
長
と
建
設
省
の
行
為
は
、
建
設
省
と
長
岡
市
長
の
間
で
取
交
さ
れ
た
「
信
濃
川
河
川
敷
地
の 

 
 

廃
川
敷
地
等
の
処
分
に
つ
い
て
」
の
「
事
前
協
議
」
に
明
確
に
違
反
す
る
も
の
で
あ
つ
た
。 

私
は
、
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
本
年
十
月
十
五
日
、
衆
議
院
建
設
委
員
会
で
質
問
し
、
当
該
土
地
の
公
共
的
土
地 

 
 

利
用
及
び
「
事
前
協
議
」
の
今
後
の
在
り
方
に
つ
い
て
そ
の
重
要
性
、
「
事
前
協
議
」
の
範
囲
等
々
を
明
ら
か
に
す
る 

 

よ
う
要
求
し
た
。 

そ
の
際
、
斉
藤
滋
与
史
建
設
大
臣
が
調
査
・
検
討
を
約
束
し
て
き
た
問
題
に
つ
い
て
、
以
下
質
問
す
る
も
の
で 

四 

 



 

あ
る
。 

一 

土
地
利
用
計
画
に
つ
い
て 

1 

昭
和
五
十
二
年
九
月
二
十
九
日
、
小
林
長
岡
市
長
が
提
出
し
た
「
信
濃
川
河
川
敷
の
廃
川
敷
処
分
に
つ
い 

 

て
陳
情
」
別
添
1
「
信
濃
川
河
川
敷
用
地
の
利
用
計
画
書
」
に
は
、「
直
ち
に
事
業
を
実
施
す
る
も
の
」
と
し
て
、

老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
、
市
営
プ
ー
ル
な
ど
、
「
今
後
逐
次
整
備
し
て
い
く
も
の
」
と
し
て
、
保
健
セ
ン
タ
ー
、 

 
 

 

自
然
科
学
博
物
館
な
ど
が
記
載
さ
れ
て
い
た
問
題
に
つ
い
て
、
私
は
建
設
委
員
会
に
お
い
て
、
本
年
九
月
十 

 
 

日
、
長
岡
市
長
が
、
同
市
本
会
議
に
お
い
て
「
実
は
、
こ
う
い
う
こ
と
は
書
け
な
い
と
い
う
の
を
、
建
設
省 

 
 

 

は
、
な
ん
と
か
、
ま
あ
書
い
て
く
れ
と
い
う
こ
と
で
、
あ
れ
出
し
た
ん
で
す
。
」
と
答
弁
し
て
い
る
こ
と
を
指 

 
 

摘
し
た
。 

昭
和
五
十
二
年
九
月
二
十
九
日
、
長
岡
市
が
提
出
し
た
陳
情
書
添
付
書
類
は
、
建
設
省
が
「
信
濃
川
河
川 

 
 

敷
の
廃
川
に
つ
い
て
」
の
な
か
で
、
同
土
地
を
廃
川
処
分
に
し
た
一
つ
の
理
由
に
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
見 

五 

 



 

3 

長
岡
市
長
が
「
市
議
会
の
議
決
を
得
て
い
な
い
の
で
、
決
定
し
た
計
画
と
し
て
提
出
で
き
な
い
。
」
と
い
つ 

 

た
土
地
利
用
計
画
を
、
建
設
省
は
な
ぜ
「
な
ん
と
か
書
い
て
く
れ
」
と
迫
り
、
地
方
自
治
体
の
権
限
を
も
無
視 

 
 

し
て
形
式
や
体
裁
を
と
と
の
え
る
こ
と
を
急
い
だ
の
か
。
そ
の
理
由
を
明
確
に
し
て
い
た
だ
き
た
い
。 

2 

私
の
指
摘
し
た
、
長
岡
市
長
の
答
弁
が
事
実
で
あ
つ
た
場
合
、
私
の
建
設
委
員
会
で
の
「
真
意
を
確
め 

 
 

 

て
…
…
報
告
」
す
べ
き
だ
、
と
い
う
質
問
に
た
い
し
、
斉
藤
建
設
大
臣
は
「
事
実
関
係
を
確
か
め
さ
せ
て
い
た 

 
 

だ
き
ま
す
」
と
答
弁
し
た
。
建
設
大
臣
は
、
長
岡
市
長
の
答
弁
の
真
意
は
ど
こ
に
あ
つ
た
か
を
い
つ
ど
こ
で 

 
 

ど
う
い
う
方
法
で
確
め
た
の
か
。
そ
の
結
果
は
ど
う
で
あ
つ
た
の
か
。 

て
も
、
も
し
小
林
市
長
の
言
う
と
お
り
の
経
過
で
あ
る
な
ら
ば
、
こ
れ
は
、
田
中
金
脈
事
件
の
主
要
な
も
の 

 
 

の
一
つ
で
あ
る
信
濃
川
廃
地
廃
川
敷
処
分
が
、
関
係
自
治
体
を
も
抱
き
込
み
な
が
ら
、
不
当
に
政
治
的
決
着 

 
 

を
急
ぎ
、
体
裁
を
と
と
の
え
た
に
過
ぎ
な
い
と
い
う
重
大
な
意
味
を
も
つ
発
言
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
。 

そ
こ
で
聞
く
が
、
私
の
指
摘
し
た
市
長
の
発
言
は
あ
つ
た
の
か
。
な
か
つ
た
の
か
。 

六 

 



 

1 

私
は
、
建
設
委
員
会
に
お
い
て
、
事
前
協
議
に
つ
い
て
も
小
林
市
長
が
、
本
年
九
月
十
九
日
の
長
岡
市
議 

4 
以
上
の
上
に
立
つ
て
聞
く
が
、
今
日
、
長
岡
市
に
市
議
会
の
議
決
を
経
た
北
半
分
に
つ
い
て
の
土
地
利
用 

 
計
画
書
は
存
在
す
る
の
か
、
し
な
い
の
か
。
も
し
存
在
し
な
い
場
合
は
、
今
後
ど
う
い
う
手
続
き
を
経
て
土 

 
 

地
利
用
計
画
書
を
再
作
成
す
る
の
か
、
そ
の
時
期
は
い
つ
か
、
明
確
に
す
べ
き
で
あ
る
。 

二 

「
事
前
協
議
」
に
つ
い
て 

な
お
、
北
半
分
の
公
共
利
用
と
あ
わ
せ
て
南
半
分
の
土
地
に
つ
い
て
も
、
再
三
「
公
共
的
利
用
」
を
行
う
と 

 
 

言
明
し
て
き
た
が
、
こ
れ
が
、
国
民
の
目
か
ら
見
て
納
得
の
い
く
利
用
に
し
う
る
の
か
ど
う
か
、
明
確
に
し 

 
 

て
い
た
だ
き
た
い
。 

も
し
、
こ
う
し
た
こ
と
が
保
障
さ
れ
な
い
廃
川
敷
処
分
で
あ
つ
た
と
し
た
ら
、
「
土
地
利
用
計
画
」
な
る
も 

 
 

の
は
、
廃
川
敷
処
分
を
急
ぐ
た
め
の
政
治
的
な
処
理
の
道
具
に
過
ぎ
な
か
つ
た
こ
と
を
改
め
て
証
明
す
る
こ 

 

と
と
な
る
で
あ
ろ
う
。 

七 

 



 

3 

建
設
省
と
長
岡
市
長
と
の
間
で
取
交
さ
れ
た
「
信
濃
川
河
川
敷
地
の
廃
川
敷
地
等
の
処
分
に
つ
い
て
」
は
、 

「
貴
市
と
室
町
産
業
株
式
会
社
と
が
昭
和
五
十
二
年
九
月
二
十
七
日
に
締
結
し
た
覚
書
第
六
条
に
基
づ
き
室 

 

町
産
業
株
式
会
社
が
利
用
す
る
こ
と
と
な
る
土
地
に
つ
い
て
、
同
条
の
規
定
に
よ
り
、
貴
市
が
そ
の
利
用
計 

2 

こ
れ
が
事
実
と
す
れ
ば
、
建
設
省
が
、
こ
の
問
題
の
政
治
決
着
を
急
ぐ
あ
ま
り
、
長
岡
市
長
と
の
間
で
事 

 
 

前
協
議
を
す
る
こ
と
の
確
認
を
せ
ず
に
一
方
的
に
「
信
濃
川
河
川
敷
地
の
廃
川
敷
地
等
の
処
分
に
つ
い
て
」
な 

 

る
河
川
局
長
名
の
文
書
を
発
行
し
、
こ
れ
を
長
岡
市
に
押
し
付
け
た
こ
と
に
な
る
の
で
は
な
い
か
。 

会
総
務
委
員
会
で
の
答
弁
で
「
私
は
長
岡
市
の
名
誉
の
た
め
に
『
承
知
す
る
』
と
は
言
わ
な
か
つ
た
。
何
で
も 

 
 

建
設
省
の
言
う
こ
と
を
聞
い
て
い
れ
ば
よ
い
と
い
う
も
の
で
は
な
い
。
」
「
建
設
省
は
長
岡
市
が
事
前
協
議
を 

 

し
な
か
つ
た
こ
と
に
対
し
て
不
当
で
あ
る
と
思
う
な
ら
私
を
訴
え
た
り
す
る
こ
と
も
で
き
る
の
に
そ
ん
な
こ 

 

と
は
せ
ず
に
了
解
し
た
わ
け
で
あ
る
。
」
と
発
言
し
て
い
る
こ
と
を
指
摘
し
た
。 

私
が
指
摘
し
た
長
岡
市
長
の
答
弁
は
事
実
あ
つ
た
の
か
ど
う
か
。 

八 

 



 

画
の
同
意
を
し
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
あ
ら
か
じ
め
、
本
職
に
協
議
さ
れ
た
い
。
」
と
し
て
い
る
。
ま
た
、
昭 

 
 

 
和
五
十
二
年
十
一
月
五
日
付
の
建
設
省
発
表
文
書
「
信
濃
川
河
川
敷
の
廃
川
に
つ
い
て
」
で
は
、
「
建
設
省
と 

 
 

し
て
は
、
廃
川
と
な
る
土
地
が
市
民
全
体
の
利
益
の
た
め
に
利
用
さ
れ
る
こ
と
は
、
適
切
な
も
の
と
考
え
る 

 
 

の
で
、
別
添
覚
書
第
六
条
に
よ
り
室
町
産
業
の
土
地
の
利
用
に
つ
い
て
長
岡
市
長
が
同
意
し
よ
う
と
す
る 

 
 

と
き
は
、
あ
ら
か
じ
め
建
設
省
が
協
議
を
受
け
る
こ
と
と
し
た
う
え
で
、
今
回
の
措
置
を
取
つ
た
も
の
で 

 
 

 

あ
る
。
」
と
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、
当
時
の
建
設
委
員
会
で
も
建
設
省
は
同
趣
旨
の
答
弁
を
繰
り
返
し
て
い 

 
 

 

る
。 こ

れ
は
、
①
南
半
分
の
土
地
利
用
に
つ
い
て
何
ら
か
の
変
化
が
あ
つ
た
と
き
、
つ
ま
り
、
当
該
土
地
の
権 

 
 

利
移
転
や
砂
利
等
の
採
取
な
ど
、
そ
れ
が
土
地
利
用
に
か
か
わ
る
場
合
、
室
町
産
業
と
長
岡
市
長
と
の
間
で 

 
 

同
意
す
る
以
前
に
「
あ
ら
か
じ
め
」
建
設
省
と
協
議
す
る
こ
と
が
規
定
さ
れ
、
②
南
半
分
の
土
地
が
、
た
と
え 

 

「
市
民
全
体
の
利
益
の
た
め
の
利
用
」
で
あ
つ
て
も
、
室
町
産
業
と
長
岡
市
長
と
の
間
で
同
意
し
よ
う
と
す
る 

九 

 



 

 

一
〇 

と
き
「
あ
ら
か
じ
め
」
建
設
省
と
協
議
す
る
こ
と
が
定
め
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
点
を
再
度
確
認
し
た
い
。 

4 
事
前
協
議
と
は
、
「
逐
一
個
々
の
す
べ
て
」
（
建
設
委
員
会
答
弁
）
に
つ
い
て
協
議
す
る
も
の
で
な
い
に
し
て 

 

も
、
①
七
月
八
日
の
事
後
承
認
の
と
き
、
建
設
省
は
ど
う
い
う
点
に
間
違
い
が
あ
つ
た
と
し
た
か
、
②
今 

 
 

 

後
、
事
後
承
認
と
い
う
パ
タ
ー
ン
を
繰
り
返
す
つ
も
り
な
の
か
、
③
「
逐
一
個
々
の
す
べ
て
」
が
事
前
協
議
の 

 
 

内
容
で
な
い
と
し
た
ら
、
ど
の
範
囲
の
ど
う
い
う
行
為
に
つ
い
て
「
あ
ら
か
じ
め
」
建
設
省
と
の
事
前
協
議
の 

 

対
象
と
な
る
の
か
、
こ
れ
を
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。 

右
質
問
す
る
。 


